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文

明

殿

衆
議
院
議
員
杉
本
か
ず
み
君
提
出
福
島
県
「
県
民
健
康
管
理
調
査
『
甲
状
腺
検
査
』
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
杉
本
か
ず
み
君
提
出
福
島
県
「
県
民
健
康
管
理
調
査
『
甲
状
腺
検
査
』
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
福
島
県
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
甲
状
腺
超
音
波
検
査
（
以
下
「
検
査
」
と
い
う
。
）
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

原
子
放
射
線
の
影
響
に
関
す
る
国
連
科
学
委
員
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）
に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
東
京
電
力
株
式
会
社
の
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（
以
下
「
事
故
」
と
い
う
。
）
後
の
放
射
線
に
よ
る
住
民
の
健
康
影
響
等
に
係
る
報
告
書
に

お
い
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
周
辺
住
民
の
甲
状
腺
被
ば
く
線
量
と
比
べ
、
福
島
県
で
の
甲
状
腺
被

ば
く
線
量
は
相
当
低
く
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
よ
う
に
甲
状
腺
が
ん
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
は
予

測
さ
れ
ず
、
検
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
て
い
る
結
節
や
の
う
胞
の
割
合
は
、
検
査
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
感
度
が

極
め
て
高
い
検
査
機
器
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
事
故
に
伴
う
追
加
被
ば
く
に
よ
る
影
響
と
は
考
え

に
く
い
旨
の
評
価
が
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
省
が
青
森
県
、
山
梨
県
及
び
長
崎
県
で
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
、
検
査
の
結
果
と
同
様
の
割
合
で
小
さ
な
結

節
や
の
う
胞
が
発
見
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



三
に
つ
い
て

一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
検
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
小
さ
な
結
節
や
の
う
胞
に
つ
い
て
は
、
事
故
に
伴
う

追
加
被
ば
く
に
よ
る
影
響
と
は
考
え
に
く
い
旨
の
評
価
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
お
尋
ね
の
「
Ａ
�
判
定
の
逓
減
及
び
Ａ
�
判

定
・
Ｂ
判
定
の
逓
増
の
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
具
体
的
な
議
論
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

二


